


















1999 年にドイツで、2007 年には日本で「赤ちゃんポスト」が設置された。2008 年 5












不備や反対論があったために長期中断していた。2005 年 12 月、保守系のメルケル政権が
誕生し、再び議論が活発化する様相を呈する。 
以下では、2007 年 5 月に自由民主党（FDP）の議員団を中心とするメンバーが提出し



















     年  
連邦州(設置数) 






       2001 年以来 22 
（22／0）  
バイエルン（13）         データ不詳  
ベルリン（4）  4 9 6 2 5 4 2 32（28／４）  
ブランデンブルグ（1）       1 1 2（2／0）  
ブレーメン（1）         2002 年以来 1 
（1／0）  
ハンブルグ（5）  7 4 1 2 3 6 2 25（24／1）  
ヘッセン（3）         8 時期不詳  
メクレンブルグ・フォアポ
メルン（2）  
     1  1（1／0）  




       無回答  
ラインランド・ファルツ
（7）  
       2001 年～2006年で
13（11／2）  
ザールランド（1）      1   1（1／0）  
ザクセン（3）  2 2 2 4 2 2  14（13／1）  
ザクセン・アンハルト（3）        1（1／0）時期不詳
シュレスヴィヒ・ホルシュ
タイン（2）  
  2 1 1 1 3 8（8／0）  
テューリンゲン（2）         2001 年以来 6 
（6／0）  




































                  年  
連邦州(病院数) 






     2  2 
バイエルン（6）         データなし
ベルリン（無回答またはデータな
し）  
6 3 2  1  1 13 
ブランデンブルグ（無回答または
データなし）  
       データなし
ブレーメン（無回答またはデータ
なし）  
       データなし
ハンブルグ（全病院）  不詳 不詳 2 4 7 3 2 18 
ヘッセン（無回答またはデータな
し）  




      1 1 
ニーダーザクセン（無回答または
データなし）  
       データなし
ノルトライン・ヴェストファーレ
ン（無回答またはデータなし）  
       データなし
ラインランド・ファルツ（無回答
またはデータなし）  
       1  時 期 不
詳  
ザールランド（全病院）         5  時 期 不
詳  
ザクセン（2）   1 2 3 2 2  10 
ザクセン・アンハルト（5）   3 3 3 3 3 1 16 
シュレスヴィヒ・ホルシュタイン 
（ほぼ全病院）  
       データ不詳





















































年春から赤ちゃんポストの設置が始まった。あわせて 8 か所（2007 年末現在）ある赤ち
ゃんポストは全て公立病院に併設されており、運営費は各地方自治体が補助している。
2001 年 7 月、オーストリア連邦政府は、法務省、内務省、社会保障・家族省との合意の
もとで『オーストリアにおける赤ちゃんポストと匿名出産に関する法令』6 を発布した。








































2007 年 5 月、熊本市にある慈恵病院が「こうのとりのゆりかご」の運営を始めた。病
院が設置を発表した 2006 年下旬以降、匿名の者から赤ちゃんを預かるといった措置をめ
ぐる議論が、マスコミを通じて日本全国に拡がった。 




項目  区分  開示項目（件数）  
利用件数   17 件  
 33
発見日時  7 区分：曜日毎の件数  
 
4 区分：時間帯毎の件数  
日：2 件、月：2 件、火：1 件、水：
2 件、木：7 件、金：1 件、土：2 件
0～6 時：2 件、6～12 時：2 件、12
～18 時：4 件、18～24 時：9 件  
性別  2 区分：男女  男：13 件、女：4 件  
年齢（注 1）  3 区分：新生児、乳児、幼児  新生児：14 件、乳児：2 件、幼児：
1 件  
体重（新生児のみ）  3 区分：1500g 未満、2500g 未
満、2500g 以上  
1500g 未満：0 件、2500g 未満：2
件、2500g 以上：12 件  
健康状態  2 区分：良好、要医療  良好：15 件、要医療：2 件  
虐待の有無  有無  無（身体的虐待の痕跡が確認できた
ケースはなかった）  





13 件  
6 件  
熊本市が戸籍を作成した件数  
（注 2）  
 9 件  
父母等からの事後接触（注 3） 有の件数  
時期 4 区分：当日、1 週間以
内、1 か月以内、1 か月以上  
5 件（当日：1 件、2 日目～1 週間未
満：3 件、1 週間以上～1 か月未満：
1 件、1 か月以上：0 件）  
父母等の居住地（注 4）  10 区分  不明：8 件、熊本県内：0 件、九州（熊
本県以外）：3 件、四国：0 件、中国：
2 件、近畿：0 件、中部：2 件、関東：
2 件、東北：0 件、北海道：0 件  
親引取り（注 5）   1 件  
（注 1）子供に添えられていた手紙や医学的判断から推定。  
    ・新生児：生後 1 か月未満  
    ・乳児：生後 1 か月～1 年未満  
    ・幼児：生後 1 年～就学前  




（注 4）父母等との事後接触によって確認できたもの。  
（注 5）保護者が引き取ったケース。  
 
この経過報告書に続き、2008 年 9 月に一部発表された中間報告によると、17 人のうち
10 人の身元が判明している（最終報告書は 2009 年秋に発表予定）。しかし親に引き取ら




女性の利用が多いだろうと予測された。ところが実際は、10 代は 1 割にとどまり、20 代
が 3 割、30、40 代が 6 割である。利用時点の婚姻状況は、既婚者が 6 割、夫と死別また















慈恵病院は、「こうのとりのゆりかご」の設置を発表した 2006 年の 11 月から、電話相
談「SOS 赤ちゃんとお母さんの相談窓口」を開設して、24 時間無料で対応している。同
窓口に寄せられた相談は、2008 年 8 月末までで 255 件にのぼる。養子縁組に関する問い
合わせも 133 件あったという。 
相談者は、女性が 192 件（83.5％）、男性が 38 件（16.5％）で、内訳は本人が 160 件（75.8％）、
夫や恋人など男性のパートナーが 21 件（10.0％）、家族が 14 件（6.6％）である。相談者
の婚姻状況は、未婚が 80 件（49.4％）、既婚が 61 件（37.3％）、離婚が 19 件（11.7％）
で、32.5％の者が妊娠の事実をパートナーに伝えていない。 
相談者の年齢と職業は大半が不明であるが、15 歳未満の者が 3 件（4.0％）、専業主婦が
37 件（30.3％）、無職 33 件（27.0％）、パート・アルバイト 10 件（8.2％）、学生 18 件（14.8％）
といったように、社会的および経済的に困難な状況にある者が 80.3％である。 
相談者の居住地は、熊本県内 62 件（31.0％）、関東 45 件（22.5％）、熊本県外と沖縄 39
件（19.5％）、関西 26 件（13.0％）と、北海道を含めて日本全国に及ぶ。 
相談の内容は、「出産するかどうか」が 37 件（16.4％）、「育てられない」が 37 件（16.4％）、
経済的問題が 35 件（15.6％）、「結婚できない」が 32 件（14.2％）や、既に出産した者で
育児に関する悩み、産婦人科に関する健康問題、産後うつ等の悩みもある。 
こうした相談に対して、カウンセリング対応が 118 件（39.3％）、公的窓口を紹介した
のが 62 件（20.7％）、慈恵病院で対応したのが 39 件（13.0％）、他の民間相談員を紹介し
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